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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排水を流入させる流入口の構成された流入部と、
　前記流入口を経て流入した排水を貯留する封水貯留部と、
　前記封水貯留部よりも下流側に配置されると共に、前記封水貯留部に貯留された前記排
水を流出させる横向きの流出口が前記封水貯留部よりも上側に構成された流出部と、
　前記流出部よりも上流側に配置され、前記封水貯留部と分離されて前記排水を貯留可能
な再封水貯留部と、
　前記再封水貯留部へ前記排水を流入させるリザーブ封水流入口の構成されたリザーブ封
水流入部と、
　前記リザーブ封水流入部よりも下側に配置され、前記封水貯留部と連結され、前記再封
水貯留部に貯留された排水を前記封水貯留部へ流出させるリザーブ封水流出口が前記流出
口の下端よりも下側の底部に構成されたリザーブ封水流出部と、
　を備えた排水トラップ。
【請求項２】
　前記再封水貯留部は、前記封水貯留部の要封水レベルよりも高位置に配置されているこ
と、を特徴とする請求項１に記載の排水トラップ。
【請求項３】
　前記リザーブ封水流出口は前記リザーブ封水流入口よりも小径とされていること、を特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の排水トラップ。



(2) JP 5021270 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

【請求項４】
　前記リザーブ封水流出口を閉鎖可能なバルブ部材が更に設けられていること、を特徴と
する請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の排水トラップ。
【請求項５】
　前記封水貯留部と分離されつつ前記封水貯留部と連結され、前記排水を貯留可能とされ
た弾性変形可能な袋状部材、をさらに備えていること、を特徴とする請求項１乃至請求項
４のいずれか１項に記載の排水トラップ。
【請求項６】
　前記流出口よりも下流側に、サイフォン排水システムが接続されていること、を特徴と
する請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の排水トラップ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室や洗面器等の水周りの排水部分に設けられる排水トラップに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、浴室や洗面器等の水周りの排水部分には、封水を貯留して排水配管からの臭
気などを遮断するための排水トラップが設けられている（特許文献１参照）。この排水ト
ラップの封水を切れ難く（破封し難く）するために、様々な技術が提案されている。トラ
ップの封水切れに関しては、封水深さや、流入側管の断面積と流出側管の断面積の比率の
影響が大きいことが知られており、具体的にはトラップの封水深さを深くしたり、トラッ
プの流入側管の断面積を流出側管の断面積より大きくしたりすることにより、封水を切れ
難くすることがある。
【０００３】
　しかしながら、上記の技術では封水切れ対策としては十分ではなく、強い吸引力により
排水管側から封水に引張力が作用すると、封水切れが生じることも考えられる。一旦封水
が切れると、次の排水時まで封水切れの状態が続くことになる。
【特許文献１】実開平６－２０５６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記事実に鑑みてなされたものであり、万が一、封水切れの状態となった後
にも、再封水することの可能な排水トラップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に記載の排水トラップは、排水を流入させる流入口の構成された流入
部と、前記流入口を経て流入した排水を貯留する封水貯留部と、前記封水貯留部よりも下
流側に配置されると共に、前記封水貯留部に貯留された前記排水を流出させる横向きの流
出口が前記封水貯留部よりも上側に構成された流出部と、前記流出部よりも上流側に配置
され、前記封水貯留部と分離されて前記排水を貯留可能な再封水貯留部と、前記再封水貯
留部へ前記排水を流入させるリザーブ封水流入口の構成されたリザーブ封水流入部と、前
記リザーブ封水流入部よりも下側に配置され、前記封水貯留部と連結され、前記再封水貯
留部に貯留された排水を前記封水貯留部へ流出させるリザーブ封水流出口が前記流出口の
下端よりも下側の底部に構成されたリザーブ封水流出部と、を備えている。
 
【０００６】
　本発明の排水トラップは、封水貯留部及び再封水貯留部を有している。封水貯留部は通
常の排水トラップに構成されている封水を貯留する部分であり、排水が流入する流入口の
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構成された流入部、及び、封水貯留部に貯留された封水が流出する流出口の構成された流
出部との間に配置されている。一方、再封水貯留部は、封水貯留部とは分離された貯留部
であり、前記流出部よりも上流側に配置されている。
【０００７】
　排水時には、封水貯留部には流入口から排水が流入し、再封水貯留部にはリザーブ封水
流入口から排水が流入する。そして、封水貯留部と再封水貯留部の両方が排水で満たされ
る。排水は封水貯留部を経て流出口から行われる。
【０００８】
　排水が進むと、通常は、封水貯留部に封水が貯留された状態で排水が止まる。しかしな
がら、流出口側からの引張力が強い場合には、封水貯留部の封水が流出口から流出して封
水切れとなることも考えられる。
【０００９】
　本発明では、再封水貯留部に排水が貯留されており、この排水を用いて封水貯留部へ封
水が供給される。封水貯留部から流出口へ封水が流出しても再封水貯留部には排水が貯留
された状態となるようにリザーブ封水流出口のサイズ、リザーブ封水流出部の流路抵抗は
設計されている。
【００１０】
　このように、本発明では、封水貯留部での封水切れ後に、再封水貯留部から封水貯留部
へ排水が供給されるので、一旦封水切れとなった後も、自動的に排水トラップに再封水す
ることができる。
【００１１】
　なお、リザーブ封水流入部とリザーブ封水流出部とは、同一部分を共用していてもよい
。即ち、同一部分から排水の流入と排出が行われるこのであってもよい。
【００１２】
　本発明の請求項２に記載の排水トラップは、前記再封水貯留部が、前記封水貯留部の要
封水レベルよりも高位置に配置されていること、を特徴とする。
【００１３】
　ここで、要封水レベルとは、封水切れとなる境界水位よりも高い位置で、誘導サイフォ
ンによる損失や封水の蒸発等を考慮して必要とされる封水の水位をいう。
【００１４】
　上記構成によれば、再封水貯留部に貯留された排水は、少なくとも水位が要封水レベル
に達するまで封水貯留部へ流出されるので、効率的に再封水を行うことができる。
【００１５】
　本発明の請求項３に記載の排水トラップは、前記リザーブ封水流出口が前記リザーブ封
水流入口よりも小径とされていること、を特徴とする。
【００１６】
　上記構成によれば、再封水貯留部へ排水が流入しやすくすることができるので再封水用
の排水を確実に確保できる。また、一方で、再封水貯留部からの排水を流出しにくくする
ことができ、封水貯留部から流出口へ封水が流出する際に、一緒に再封水貯留部から排水
が流出することを抑制することができる。
【００１７】
　本発明の請求項４に記載の排水トラップは、前記リザーブ封水流出口を閉鎖可能なバル
ブ部材が更に設けられていること、を特徴とする。
【００１８】
　上記構成によれば、バルブ部材でリザーブ封水流出口を閉鎖しておくことで、確実に再
封水用の排水を確保することができる。
【００１９】
　本発明の請求項５に記載の排水トラップは、前記封水貯留部と分離されつつ前記封水貯
留部と連結され、前記排水を貯留可能とされた弾性変形可能な袋状部材、をさらに備えて
いること、を特徴とする。
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【００２０】
　上記構成によれば、排水を貯留する際には袋状部材を伸張させ、貯留された排水を排出
する際には袋状部材を縮ませて押し出すことができる。
【００２１】
　本発明の請求項６に記載の排水トラップは、前記流出口よりも下流側に、サイフォン排
水システムが接続されていること、を特徴とする。
【００２２】
　サイフォン排水システムにおいては、特に、吸引力により封水が流出口から流出する可
能性が高いため、本発明の排水トラップが好適に用いられる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明は、上記構成としたので、封水切れの状態となった後にも、再封水することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　次に、本発明の排水トラップの実施形態について、詳細に説明する。
【００２５】
　［第１実施形態］
　本実施形態の排水トラップ１０は、本発明をユニットバス用のトラップに適用したもの
であり、浴室に用いられた例について説明する。
【００２６】
　排水トラップ１０は、図１に示されるように、浴槽排水流入部１２、洗い場排水流入部
１４、及び、トラップ本体２０を備えている。
【００２７】
　浴槽排水流入部１２は、浴槽受部材１２Ａ、連結部材１２Ｂ、及び、パッキン１２Ｃで
構成されている。浴槽受部材１２Ａは環状とされ、上部が浴槽側へ開放されている。連結
部材１２Ｂは、略９０℃に屈曲された筒状管とされ、一端側に浴槽受部材１２Ａが嵌め込
まれ、他端側がトラップ本体２０の後述する連結部２３と連結されている。パッキン１２
Ｃは、浴槽受部材１２Ａと連結部材１２Ｂとの間に配置されている。
【００２８】
　トラップ本体２０は、略有底円筒状とされ、下側に底部を有する封水貯留部２２が構成
され、上側に封水貯留部２２よりも大径の円筒部２１が構成されている。封水貯留部２２
の側面には、封水貯留部２２の内部と連通するように筒状の連結部２３が形成され、連結
部２３は連結部材１２Ｂと連結されている。円筒部２１の側面には、円筒部２１の内部と
連通するように筒状の流出部２４が形成されている。円筒部２１の上側には円筒部２１の
外周よりも径方向内側に雌ねじ部２５が形成されている。
【００２９】
　流出部２４は、封水貯留部２２よりも上側に排水の流出口２４Ａが構成され、封水貯留
部２２には、封水貯留部２２の上端部まで排水を貯留可能とされている。流出部２４は、
不図示の排水配管と接続される。
【００３０】
　洗い場排水流入部１４は、内側筒１５、取付フランジ１６、目皿１８、及び、パッキン
１７で構成されている。内側筒１５は、円筒状の側壁１５Ａと、鍔部１５Ｂとを備えてい
る。側壁１５Ａの外径は、封水貯留部２２の内側に挿入可能な径とされ、封水貯留部２２
の内側へ挿入される。挿入された内側筒１５の先端部と封水貯留部２２の底部との間は離
間されており、排水用の隙間Ｓが構成されている。鍔部１５Ｂは、洗い場側に配置され、
後述する取付フランジ１６に取り付けられる。内側筒１５により、封水貯留部２２の内側
は、径方向に内側と外側に仕切られ、隙間Ｓのみで洗い場側と流出口２４Ａ側とが連通さ
れている。
【００３１】
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　取付フランジ１６は、環状とされ、取付部１６Ａ及びフランジ部１６Ｂを備えている。
取付部１６Ａの外側面には雌ねじ部２５と螺合される雄ねじが形成されており、雌ねじ部
２５と螺合されることにより、円筒部２１に取り付けられ、取付部１６Ａはトラップ本体
２０の上部に配置される。円筒部２１と取付フランジ１６との間には、パッキン１７が配
置されている。取付部１６Ａの内壁には、内側筒１５の鍔部１５Ｂと係合される係合部１
６Ｃが形成されている。係合部１６Ｃと鍔部１５Ｂとが係合されて、内側筒１５がトラッ
プ本体２０に取り付けられる。
【００３２】
　取付部１６Ａの内壁の係合部１６Ｃよりも上方には、上下一対のリブ１６Ｄが構成され
ている。リブ１６Ｄの間に円盤状の目皿１８が係合され、目皿１８により洗い場の開口が
覆われる。目皿１８には、ゴミ受け凹部１８Ａが構成されている。
【００３３】
　洗い場からの排水は、目皿１８、内側筒１５を経て、封水貯留部２２へ流入される。封
水貯留部２２から溢れた排水が流出口２４Ａから流出する。封水貯留部２２に貯留される
封水により、内側筒１５の先端と封水貯留部２２の底部との間の隙間Ｓが閉鎖されること
により、流出口２４Ａ側からの臭気などが浴室内へ排出されることが防止される。
【００３４】
　ここで、隙間Ｓが閉鎖状態となる境界レベルＨよりも高い位置で、誘導サイフォンによ
る損失や封水の蒸発等を考慮して求められる封水の水位を、要封水レベルＹとする。本実
施形態での要封水レベルＹは、内側筒１５の先端の高さよりも若干高い位置である。なお
、要封水レベルＹについては、排水トラップの種類などによって異なるが、日本の規格で
は、５０ｍｍ～１００ｍｍ程度である。排水トラップは、境界レベルＨよりも低い水位の
ときに封水切れとなる。
【００３５】
　トラップ本体２０の側面外で要封水レベルＹよりも高い位置には、再封水貯留部３０が
設けられている。再封水貯留部３０は中空で、内部に排水を貯留可能とされている。再封
水貯留部３０の上部には、連結部２３の内部と連通されたリザーブ封水流入口３２Ａを構
成するリザーブ封水流入部３２が設けられている。再封水貯留部３０には、連結部２３を
介して封水貯留部２２と連結されたリザーブ封水流出部３４が設けられている。リザーブ
封水流出部３４は、再封水貯留部３０の底部のリザーブ封水流出口３４Ａから封水貯留部
２２へ排水を流出させる。リザーブ封水流出口３４Ａは、リザーブ封水流入口３２Ａより
も小さく、さらには、封水Ｆに引張力が作用して封水貯留部２２から流出口２４Ａの外側
に封水Ｆが流出しても、再封水貯留部３０には排水が貯留された状態となるように、充分
小さい径とされている。
【００３６】
　次に、本実施形態での、再封水について説明する。
【００３７】
　通常、封水Ｆの水位は、図１に示すように、封水貯留部２２の上端部付近となっている
。浴槽側または洗い場、もしくは両方から排水があった場合には、浴槽排水流入部１２、
洗い場排水流入部１４から封水貯留部２２へ排水が流入し、図２（Ａ）に示すように、ト
ラップ本体２０内全体、連結部材１２Ｂ内、及び、再封水貯留部３０内は、排水で満たさ
れる。排水は、隙間Ｓを通って流出口２４Ａから不図示の排水管へと排出される。
【００３８】
　浴槽側、洗い場からの排水が停止すると、図２（Ｂ）に示すように、水位が下がる。一
方、流出口２４Ａからは、排水が続いている。そして、排水管側からの引張力により、図
２（Ｃ）に示すように、封水貯留部２２から封水Ｆが流出し、封水切れとなることがある
。このとき、再封水貯留部３０には、封水貯留部２２を再封水するために十分な排水が残
されている。
【００３９】
　流出口２４Ａからの流出が停止した後も、図３（Ｄ）に示すように、再封水貯留部３０
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から排水の流出が続き、図３（Ｅ）に示すように、封水貯留部２２は、要封水レベルＹよ
りも高い水位まで封水Ｆで満たされて再封水される。
【００４０】
　本実施形態によれば、封水貯留部２２が一旦封水切れとなった後も、再封水貯留部３０
に排水が貯留されているので、この排水により封水貯留部２２を再封水することができる
。
【００４１】
　なお、本実施形態では、トラップ本体２０の外側のみに再封水貯留部３０を設けたが、
図４に示すように、浴槽排水流入部１２側にも同様の構成を有する再封水貯留部３６を設
けてもよい。この再封水貯留部３６へは、リザーブ封水流入口３６Ａから排水が流入し、
リザーブ封水流出口３６Ｂから排水が流出する。
【００４２】
　また、図５に示すように、リザーブ封水流出部３４の出口３４Ｄを閉鎖可能なバルブ部
材３５を設けてもよい。バルブ部材３５は、通常時には、図５（Ａ）に示すように出口３
４Ｄを開放する開放位置Ｐ１に配置され、排水が満流状態のときには図５（Ｂ）に示すよ
うに水流により出口３４Ｄを塞ぐ閉塞位置Ｐ２に配置される。バルブ部材３５により、出
口３４Ｄが塞がれているため、再封水貯留部３０内の排水は、排出されずに貯留される。
そして、排水の水位が下がると、バルブ部材３５は、図５（Ｃ）に示すように、再び開放
位置Ｐ１へと移動する。このとき、封水切れとなっていても、再封水貯留部３０に貯留さ
れた排水が出口３４Ｄから流出されることにより、封水貯留部２２を再封水することがで
きる。
【００４３】
　このように、バルブ部材３５を設けることにより、再封水貯留部３０内に貯留された排
水の流出タイミングを遅らせることができ、より確実に封水貯留部２２を再封水すること
ができる。
【００４４】
　また、図６に示すように、封水貯留部２０、連通部材１２Ｂなどの壁に開口を構成し、
弾性変形可能なゴム膜などで構成された袋状の袋貯留部３７を連結させてもよい。図６に
は、連通部材１２Ｂの封水貯留部２０の連結部２３に袋貯留部３７が連結された例が示さ
れている。袋貯留部３７は、通常時には、図６（Ａ）に示すように、縮み状態Ｖ１となっ
ているが、排水が満流状態のときには図６（Ｂ）に示すように水流により袋貯留部３７内
に排水が流入し、袋貯留部３７が伸びて膨らみ膨張状態Ｖ２となって、排水が貯留される
。そして、排水の水位が下がると、図５（Ｃ）に示すように、袋貯留部３７の復元力によ
り内部に貯留された排水が押し出される。この押し出された排水により、封水貯留部２２
が封水切れとなっていても、再封水することができる。
【００４５】
　このように、弾性変形可能な袋貯留部３７内に再封水用の排水を貯留することにより、
設置位置を要封水レベルＹよりも高い位置にする必要がなく、排水トラップの設計の自由
度が確保される。
【００４６】
　なお、図６では、袋貯留部３７と再封水貯留部３０の両方が設けられている例が示され
ているが、袋貯留部３７のみの構成として、本発明の排水トラップを構成することもでき
る。
【００４７】
　［第２実施形態］
　次に、一般例としての第２実施形態について説明する。本実施形態では、わん型トラッ
プに本発明を適用した例について説明する。
 
【００４８】
　排水トラップ４０は、図７に示されるように、筒本体４２、椀４４、流出部４６、フラ
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ンジ部４８、目皿４９、及び、再封水貯留部５０を備えている。
【００４９】
　筒本体４２は有底円筒状とされ、底部の中央に底部を貫通するように流出部４６が立設
されている。流出部４６は筒状とされ、下側が排水管（不図示）に接続されている。流出
部４６の上端に流出口４６Ａが構成され、流出口４６Ａから排水が流出する。通常は、筒
本体４２の底部から流出口４６Ａまでの高さに封水Ｆが貯留される。
【００５０】
　流出部４６の上部には、椀４４が支持板４４Ａを介して流出口４６Ａと所定距離離間す
るようにして被せられている。椀４４と流出口４６Ａとの間には、隙間Ｓ２が構成されて
いる。本実施形態では、椀４４の下端部Ｈ２より少し高い位置が要封水レベルＹ２となる
。
【００５１】
　フランジ部４８は環状とされ鍔部を有している。フランジ部４８は、鍔部が筒本体４２
の上端と係合され、筒本体の上側に配置されている。目皿４９は円板状とされ、排水が透
過可能なように排水孔が構成されている。目皿４９は、フランジ部４８に係合されて、排
水入り口部分に配置されている。
【００５２】
　本実施形態では、筒本体４２の封水Ｆの貯留部分で封水貯留部が構成され、この封水貯
留部よりも上側部分、及び、フランジ部４８により流入部が構成されている。
【００５３】
　筒本体４２の側面外部には、要封水レベルＹ２よりも高い位置に再封水貯留部５０が設
けられている。再封水貯留部５０は、筒本体４２の内部とは分離区画され、再封水貯留部
５０内部に排水を貯留可能とされている。筒本体４２と再封水貯留部５０とは、上側のリ
ザーブ封水流入口５２Ａ、及び下側のリザーブ封水流出口５２Ｂにより連通されている。
リザーブ封水流出口５２Ｂは、リザーブ封水流入口５２Ａよりも小さく、さらには、封水
Ｆに引張力が作用して封水Ｆが流出口４６Ａから流出しても、再封水貯留部５０には排水
が貯留された状態となるように、充分小さい径とされている。
【００５４】
　本実施形態の排水トラップ４０によれば、排水管側からの引張力により、流出口４６Ａ
から封水Ｆが流出して封水切れとなった後も、再封水貯留部５０には、筒本体４２を再封
水するために十分な排水が残されている。したがって、再封水貯留部５０からの封水Ｆの
供給により、筒本体４２は要封水レベルＹ２よりも高い水位となる量の封水Ｆで満たされ
る。
【００５５】
　このようにして、排水トラップ４０が一旦封水切れとなった後に、再封水することがで
きる。
【００５６】
　［第３実施形態］
　次に、他の一般例としての第３実施形態について説明する。本実施形態では、Ｓ型トラ
ップに本発明を適用した例について説明する。
【００５７】
　排水トラップ６０は、図８に示されるように、Ｓ字管６２、及び、再封水貯留部７０を
備えている。Ｓ字管６２には、排水の上流側から順に、流入部６２Ａ、底部６２Ｂ、頂部
６２Ｃ、及び流出部６２Ｄが構成されている。封水Ｆは、底部６２Ｂに貯留されている。
本実施形態では、底部６２Ｂの最低位置の筒部上端Ｈ３よりも若干高い位置が要封水レベ
ルＹ３となる。
【００５８】
　本実施形態では、Ｓ字管６２の流入部６２Ａと底部６２Ｂの間に再封水貯留部７０が設
けられている。再封水貯留部７０は、Ｓ字管６２とは分離区画され、再封水貯留部７０内
部に排水を貯留可能とされている。Ｓ字管６２と再封水貯留部７０とは、上側のリザーブ
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封水流入口７２Ａ、及び下側のリザーブ封水流出口７２Ｂにより連通されている。リザー
ブ封水流出口７２Ｂは、リザーブ封水流入口７２Ａよりも小さく、さらには、封水Ｆに引
張力が作用して封水Ｆが流出部６２Ｄ側から流出しても、再封水貯留部７０には排水が貯
留された状態となるように、充分小さい径とされている。
【００５９】
　本実施形態の排水トラップ６０によれば、排水管側からの引張力により、封水Ｆが流出
して封水切れとなった後も、再封水貯留部７０には、底部６２Ｂを再封水するために十分
な排水が残されている。したがって、再封水貯留部７０からの封水Ｆの供給により、Ｓ字
管６２は要封水レベルＹ３よりも高い水位となる量の封水Ｆで満たされる。
【００６０】
　このようにして、排水トラップ６０が一旦封水切れとなった後に、再封水することがで
きる。
【００６１】
　なお、前記第１～第３実施形態の排水トラップは、サイフォン排水システムに使用する
ことができる。サイフォン排水システムは、図８に示すように、各階を貫く立て管３と、
各階の水周り機器２から導かれるサイフォン排水管５と、サイフォン排水管５を立て管３
と合流させる合流部継手７と、を備え、サイフォン排水管５を水周り機器の配置された階
の床スラブＳよりも下がった位置で、合流部継手７により立て管３と合流させる排水シス
テムである。サイフォン水頭Ｈｓのエネルギーにより、スラブＳ上に水平方向に配置され
たサイフォン排水管５内の流体に、排水方向へ向かうサイフォン力を作用させている。
【００６２】
　サイフォン排水システムを用いた場合、通常の排水システムよりも排水トラップから封
水が吸引されて排水管へ流出する可能性が高いため、前記第１～第３実施形態の排水トラ
ップを好適に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】第１実施形態の排水トラップの断面図である。
【図２】第１実施形態の排水トラップの排水過程（Ａ）～（Ｃ）を示す図である。
【図３】第１実施形態の排水トラップの再封水過程（Ｄ）、（Ｅ）を示す図である。
【図４】第１実施形態の排水トラップの変形例の断面図である。
【図５】第１実施形態の排水トラップの変形例での排水過程（Ａ）～（Ｃ）を示す図であ
る。
【図６】第１実施形態の排水トラップの他の変形例での排水過程（Ａ）～（Ｃ）を示す図
である。
【図７】第２実施形態の排水トラップの断面図である。
【図８】第３実施形態の排水トラップの断面図である。
【図９】サイフォン排水システムの説明図である。
【符号の説明】
【００６４】
１０   排水トラップ
１２   浴槽排水流入部
１４   洗い場排水流入部
１５   内側筒
２０   トラップ本体
２２   封水貯留部
２１   円筒部
２３   連結部
２４   流出部
２４Ａ 流出口
３０   再封水貯留部
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３２   リザーブ封水流入部
３２Ａ リザーブ封水流入口
３４   リザーブ封水流出部
３６   再封水貯留部
３４Ａ リザーブ封水流出口
３６Ｂ リザーブ封水流出口
３６Ａ リザーブ封水流入口
４０   排水トラップ
４２   筒本体
４４   椀
４６   流出部
４６Ａ 流出口
５０   再封水貯留部
５２Ｂ リザーブ封水流出口
５２Ａ リザーブ封水流入口
６０   排水トラップ
６２   Ｓ字管
７０   再封水貯留部

【図１】 【図２】
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